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＜連絡事項＞

・飯豊　信雄様のロッカーの鍵が開かず、修理伝票作成しています。本日新聞代を回収する事となっていましたが、ロッカーが開かず財布を出せない為、飯豊様の分は回収していません。鍵の修理が終わり次第、新聞代を回収するようお願いします。

＜患者様連絡事項＞
・駒木　洋士様～2/7(日)10：00～16：30まで、買い物や図書館へ行く為、外出希望出ています。本日主治医より許可頂いています。

・元沢　政治様～本日弟様が来院され、新型インフルエンザワクチン接種費用軽減確認書の委任状を持参されています。役所で確認して出してもらった書類ではないとの事、また65歳以下で基礎疾患がなく、対象ではない為、3600円かかる事をご家族へ連絡しています。

・飯豊　信雄様～新型インフルエンの予防接種について、手続きが大変との事で、3600円払って接種するとの事です。

・菊地　明子様～新型インフルエンザの予防接種について宮城県のお父様へ連絡したところ、助成金が全額出るとの事で接種証明書と受領書があれば役場では給付すると言われたとの事。役場には、予防接種申請書というのはないとの事。

＜ＳＳＴミーティング＞
・Ａグループ～短期目標の評価を行っています。出来なかったと話されるも、自己

評価は高く、出来なかった理由や改善案についても答えられない方

がほとんどでした。再評価を促すも、評価が変わる方はいません。

・Ｂグループ～穏やかな雰囲気で行っています。ウォーミングアップでは、2グルー

プで丸描き競争を行っていますが、上手く丸を書く事出来ています。

短期目標の評価では平様が65点と評価を低くつけていますが、元沢

様より、「90点だべ」と他己評価あり、90点へ点数アップしていま

す。滝澤様には患者様一人一人に挨拶の練習をして頂いていますが、

上手に出来ており、笑顔も見られています。

・Ｃグループ～中には集中力に欠けた様子の方もいましたが、ほとんどの方が積極

的に取り組まれています。次回の短期目標設定について、ＳＳＴに

関連した短期目標を考えてくるよう説明しています。

・Ｄグループ～穏やかな様子で行っています。短期目標の評価・振り返りを促すと、

ほとんどの方が自己評価が低い為、スタッフ側で介入していますが

評価は低いままです。何名かにロールプレイをして頂いています。

・明日のＳＳＴは、短期目標の設定となっています。

＜食事サービス委員会意見交換＞

・1/3(夕)　天丼だったが、軽食・普通食のご飯の表示が分かりにくく、軽食が普通

のご飯より多くなっていた。

・1/17(夕)　軽食のご飯の器がなく、軽食の患者様が普通食の器にご飯を入れてい

た。日清スタッフに軽食の器を出して欲しいと話すと、出してくれた

が、違う男性職員から「大盛りと軽食1個ずつ用意してましたけど大

盛りの器に入っていませんか？」と言われた。もともと軽食の患者様

は2名で、いつもは余分に準備してあるのですが…。

・2/5(昼)　特食の方で、セレクトのＡを選択していたのに、準備されていたお膳が

Ｂになっていました。

上記の意見を栄養チームへ報告しています。

※2/12(金)の委員会出席者は本川Ｎｓで、次回の出席者は三浦Ｎｓとなっています。

＜猪股Ｄｒケース検討・診察状況＞

・五日市　規様～本人より早く退院したいという気持ちがあって「青山荘はまだかな」と話されています。主治医より、青山荘へ入所の申請は前からしているが、順番がある為、順番が来るまで待つよう話されています。また、今後の生活について金銭面について気にしている様子あり、退院の目途がたったらＰＳＷとも話をしていくから心配しないと主治医より本人へ話されています。もし、病棟内で不安に関する訴えがあったら、同様に説明していきましょう。

・中野渡　鉄男様～シンラック液1本処方となっています。

＜勉強会＞

インフルエンザ

音喜多　恵

＜インフルエンザとは＞

　インフルエンザとは、インフルエンザウイルスの感染によっておこる病気です。主な症状としては、38℃～40℃の高熱や頭痛、筋肉痛、全身倦怠感などの全身症状と、のどの痛み、咳や痰などの呼吸器の急性炎症症状などが見られます。
　インフルエンザは通常の風邪と比べ、症状が重く、全身症状も顕著に現れます。その為、高齢者がかかると肺炎を併発したり、持病を悪化させたりして重篤になり、最悪の場合は死に至ることもあります。また、潜伏期間が短く感染力が強いことも特徴で、毎年、流行期の12月下旬から3月上旬にかけては多くの方がインフルエンザにかかっています。
●症状の経過

　インフルエンザウイルスに感染後、1～3日間の潜伏期間を経て、突然38～40度の高熱が出て発病します。それと同時に、悪寒、頭痛、背中や四肢の筋肉痛、関節痛、全身倦怠感などの全身症状が現れます。これに続いて、鼻水、のどの痛みや胸の痛みなどの症状も現れます。発熱は通常3～7日間続きます。
　健康な成人であれば一週間ほどで治癒に向かいますが、インフルエンザウイルスは熱が下がっても体内には残っている為、他人にうつす恐れがあります。流行を最小限に抑える為にも、一週間は安静にしておくことが大切です。
●インフルエンザの種類と特徴

インフルエンザウイルスは大きく分けて、Ａ型・Ｂ型・Ｃ型の3種類があります。このうちヒトの世界で流行を起こし問題となるのは、Ａ型とＢ型です。また、Ａ型ウイルスは表面構造の違いによりさらに何種類かに分類されます。
　現在は、Ａ/Ｈ１Ｎ１（ソ連）型ウイルスとＡ/Ｈ３Ｎ２（香港）型ウイルス、及びＢ型ウイルスの3種類が流行しています。
	種類
	性質
	流行の状況など

	Ａ型
	非常に変異しやすい
	毎年流行するほか、爆発的な大流行がある。また、細菌性の肺炎を高率に併発する為、高齢者は死亡するケースもある。

	Ｂ型
	変異しにくい
	散発的に小流行を繰り返す(最近は2年に1度の流行)

	Ｃ型
	変異しにくい
	症状は通常の風邪に似ているが、大きな流行は起こさない。


＜新型インフルエンザについて＞

　動物のインフルエンザが、新しく人から人へと感染するようになったものを「新型インフルエンザ」と呼びます。「新型インフルエンザ」に対しては、基本的に誰も免疫がない為、発症しやすい特徴があります。

2009年に発生した「新型インフルエンザ(Ａ/Ｈ１Ｎ１)」は多くの方では比較的軽症のまま回復しますが、一部重症化する場合もあるので注意が必要です。

●新型インフルエンザの特徴

　・季節性インフルエンザと類似する点が多い

　・ほとんどの場合は薬を使用しなくても合併症もなく、一週間以内に完全に回復

　・若年者に感染者が多い

　・潜伏期間は1日～7日

　・抗インフルエンザウイルス薬(タミフル・リレンザ)が効く

　・基礎疾患のある人や妊婦、小児は重症化するリスクが高い

※基礎疾患とは、気管支喘息等の呼吸器疾患、慢性心不全等の循環器疾患、糖尿病、腎不全、免疫不全などをいいます。

●新型インフルエンザの症状

　・急な３８℃以上の発熱

　・咳

　・悪寒、熱感

　・筋肉痛、関節痛

　・全身倦怠感

　・のどの痛み

　・頭痛

　・腹痛、下痢

●インフルエンザの予防方法

インフルエンザは冬場に流行します。それは、インフルエンザが空気感染する事、冬場は空気が乾燥する事、また寒くて乾燥した空気は気道粘膜の抵抗力を弱める事など全ての面でインフルエンザウイルスにとって好条件が整っているからです。
　インフルエンザの予防は、流行前に予防接種を受けることですが、その他に日常生活で気をつけることもあります。
①流行期には人込みを避ける(外出する際はマスクを着用する)

②外出後はうがい、手洗いをする

③室内の湿度を保つ

④体力を保つ

体力が低下しているとインフルエンザウイルスに感染しやすくなる為、バランス

のとれた食事や十分な睡眠をとるようにしましょう。

















































